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外国語活動

小中連携を図るプロジェクト型外国語活動の単元開発

－「英語による中学校説明会」の実践を通してー

1 問題の所在と研究の目的

2011年度から，小学校5・6年生で全面実施さ

れている外国語活動に関しては，小学生の 7割が

「英語が好き」 「英語の授業が好き」，中学生の

8割が「中学校に上がってから，小学校で、の外国

語活動が役に立っている」と回答している。一方

で，中学生の8割が「小学校の外国語活動で、英単

語を『読む』 『書く』ことを学習しておきたかっ

た」と回答するなど，小学校高学年で言語活動に

対する知的欲求が高まっている状況も指摘されて

いる 1）。

そんな中，英語教育の新方針が改訂学習指導要

領で示され， 2013年 12月に「グローパル化に対

応した英語教育改革実施計画」が発表された 2)0 

2016年度の新学習指導要領改訂により， 2020年か

ら小学校5・6年生で、小学校英語が教科化され，

3・4年生で外国語活動が実施されることになっ

ている。高校だけでなく中学校でも英語の授業は

英語で行うことが基本となり，高校卒業段階で生

徒が英検2～準 1級程度以上の英語力をつけるこ

とが目標とされている。

このように，英語教育に関してはトップダウン

で現場に下ろされることになり，小学校の教育課

程や小学生の発達段階に合わない学習や活動にな

るおそれがあり，英語を嫌だと感じる子どもが増

える危険性が考えられる。また，現在は各学校で

「Hi, friends ！」をベースに，その学校の子ども

たちの実態に合わせて創意工夫されながら実施さ

れている外国語活動の良さが失われるおそれもあ

る。

現在実施されている小学校外国語活動において

米倉智久

は，第二言語習得としづ側面からプロジェクト型

外国語活動の実践が積み重ねられている。東野は

プロジェクト型学習について，「『プロジェクト』

とは，児童が課題を見つけ，あるいは与えられ，

それに対するゴールを決定し，そのゴールに向け

て協同で活動する，まとまりを持った一連の授業

の集合体を指す。いわば， 『課題解決を行うゴー

ルを持った単元』と解釈してよい。そこでは，原

則，児童の興味に基づいた，主体的，創造的，課

題解決的な活動が中心となる。 J3）と述べている。

ところで，筆者の前任校では生徒会による中学

校紹介が行われていた。しかし，本学校園ではそ

のような中学校紹介が行われていなし、。また，幼

小中一貫校で、はあるが，各校舎は独立しており，

中学校の学校生活を知る機会はほとんどない。

そこで本研究では，英語による中学校説明会を

1つのプロジェクトとして単元に設定することで

子どもたちの外国語活動に対する関心が高まり，

より主体的に学習に取り組むことができるか考察

する。また，この単元を実践することによって，

子どもたちの中学校生活に対する不安が解消され

るか考察することを目的とする。

2 実践事例

(1)単元の概要

①単元名「Let’sgo to junior high schoolJ 

②学級 6年 1組 38名

③実施時期 2015年 11～12月

④単元目標

中学校クイズや中学生へのインタビュー活動を

通して，教科や学校生活に関する英語表現に慣れ
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親しみながら，自分が知りたい情報を簡単な英語

で、尋ねたり問し、かけに答えたりしようとする態度

を養うとともに，小中における教科の共通点や違

いにも気づくことができるようにする。

⑤単元の評価規準

〔コミュニケーションへの関心・意欲・態度〕先

生や中学生が話す英語を注意深く聞いて，相手が

伝えたい内容を理解しようとしたり，自分が知り

たいことを英語で尋ねようとしたりしている。

〔外国語への慣れ親しみ〕教科や学校生活につい

ての英語を聞き取ったり，簡単な英語を使って自

分の考えを伝えたりすることができる。

〔言語や文化に関する気づき〕英語での中学校生

活の紹介を聞いて，中学校の時間割や生活時間，

教科等の共通点や相違点に気づいている。

⑥単元構成

第 1次附属三原中学校ってどんなところ（ 2 

時間）

・中学校クイズを通して，中学校の様

子を知る。

－中学生による中学校紹介の映像を見

て，中学校での目標を立てる。

第2次 中学校探検をしてインタビューしてみ

ょう（ 4時間）

・中学生に尋ねてみたいことを考えて

インタビューの練習をする。

－中学生の案内による中学校探検をし

て，中学生にインタビューをする。

(2）単元開発に際して

まず子どもたちに外国語活動に対する意識調査

を11'った。
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図1 外国語活動の意識調査結果
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その結果，外国語活動に好意的な回答をした子

どもが 32名（84九），外国語活動の学習が中学校

の英語学習に役立つと回答した子どもが 35名

(92%）いた（図 1）。

また，外国語活動の中で、やってみたいことを自

由記述で問うたところ，英語を使って会話やコ

ミュニケーション活動をしたいと思っている子ど

もが 21名（55%）おり，外国の方と会話をしてみ

たいと思っている子どもが 8名（21角川、た。また，

単語や文章を書きたいという意欲を持っている子

どもも 6名（16九）いた。

次に，中学校生活に対する意識調査を実施した

ところ，図 2に示すように子どもたちがもっとも

期待していることは「部活動」 32名（84%）で，

その一方で不安に感じていることは「勉強」 31名

(82%) , 「先生」 「先輩」 16名（42%）とし、う

結果だった。

物強

部活動

タモ生

友だち

先輩

期f寺Jているこζ D不安なこと

図2 中学校生活に関する意識調査結果

(3）授業の実際 I ＜第 1次 1時＞

①本時の目標

教室名や部活動の英語を聞き取ったり，簡単な

英語を使って友だちにインタビューしたりする。

②活動の様子

まず，プレゼンテーションソフトで作成した

「What’sthis？クイズ」で，中学校の教室およ

び教科名について知る活動を行った。ここでは，

教室に置いてある物の画像を切り取ったりぼかし

たり，あるいは拡大したりする加工（図 3）をす

ることで，単純なクイズにならないようにした。
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What's this? 

図3 「What’sthi d クイズ」

また，中学校で、新たに出合う教科や小学校とは

違う教室を意図的に出題することで，関心を持ち

ながらクイズに取り組むことができるようにした。

具体的には，玄関，保健室，被服室，美術室，技

術室，教室の 6つであった。子どもたちは，教室

にピアノがあることに驚きの反応を示していた。

また，技術室にある工具にも関心を示していた。

次に， 「中学校の校舎 MAPを作ろう」という

activityを設定し， TlとT2による英語でのやり

取りを聞きながら校舎MAPを完成させていった。

今回， Tlは筆者が， T2は中学校の英語教員が行っ

た。全体の進行や子どもたちにとっての発話のモ

デ、ルを Tlが担当し，ネイティブな発音や中学校の

ことを説明する役割を T2が担当した。ここでは，

聞き取った教室名の英語を書き写すというタスク

を設定し，音声だけでなく文字にも慣れ親しませ

る活動を仕組んだ（図 4）。
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図4 校舎MAPを作ろう

ほとんどの子どもが，聞き取った教室名の単語

を理解して，ワークシートに書き写すことができ
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ていた。また，聞き取れなかった子どももべアの

子どもに確認をして，書き写すことができた。

最後に，「入りたい部活動ランキングを作ろう J

という activityを設定し，インタビュー活動を通

して友だちと英語でコミュニケーションをとる場

面を仕組んだ。使用する英語表現は以下の通りで

ある。

What club do you want to join? 

I want to join呈旦主主豆Eclub. 

子どもたちは，英語を使って友だちの入りたい

部活動を尋ねたり自分の入りたい部活動を答えた

りしながら，インタビューシートに友だちの名前

を記入していった。短い時間で、あったが，意欲的

に活動することができた（図 5）。

図5 インタビュー活動の様子

子どもたちが書いた振り返りを以下に示す。

[A児】 中学校教室の位置が分かつたと同時

に英語で何ていうか，発音の仕方も分かつ

た。クラブで「やりたしリみたいなことは

wantを使っているということに気づけた。

少し長い単語も日本語では短い言葉が多い

と気づいた。

【B児】 陸上クラブだと「track& field」

と「アンド」がつくクラブや「バレーボーノレJ

でも発音が少し違ったりすることが分かり

ました。
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目標に沿った振り返りだけでなく，英語と日本

語との違いにも言及している。

(4）授業の実際E ＜第 1次2時＞

①本時の目標

中学校の教科や学校生活を知り，英語を使って

中学校で、やってみたいことを伝え合う。

②活動の様子

まず， 「中学校の時間割を完成させよう」とい

うactivityを設定し， TlとT2による英語でのや

り取りを聞きながら時間割を完成させていった。

第 1次 1時同様，聞き取った教科名の英語を書き

写すというタスクを設定し，音声だけでなく文字

にも慣れ親しませる活動を仕組んだ（図 6）。

図6 中学校の時間割を作ろう

時間割の完成後，それをもとに中学校の先生を

紹介して（図 7），中学校の学習に関心を持たせ

た。ここでは， T2が3名の先生を英語で紹介し，

子どもたちが分からないような言葉は， Tlが具体

的な事例を出して英語で補足説明をした。

図7 T2による中学校の先生紹介

次に，中学生による部活動紹介の VTRを視聴し

た。これは事前に中学校の英語教員に依頼をして，

部活動ごとに 30秒程度の紹介を中学校の子ども

たちにしてもらった。彼らが話した主な内容は次

のとおりである。

This is the basketball club. 

We have 30 members in this club. 

We play it every day. 

On weekends, sometimes we have basketball 

games. 

We won first prize in the summer basketball 

game. 

Basketball is very fun. 

Please join us and let ’s play it together. 

まず， 1つめの部活動紹介を視聴し，どんなこ

とを話していたのか確認をして， 「Pleasewatch 

and listen carefully about 2 points. 1 st, 

how many members? 2nd, when do they do？」と

伝え， 「人数」 「活動日」いう 2つの項目に注意

を払いながら，残り 10の部活動紹介を視聴させた。

紹介 VTRの合聞には， T2が子どもたちに英語で簡

単な質問をして，紹介内容の共通理解を図った。

最後に，インタビューゲームを行い，中学校で

やってみたいことについて友だちと英語でコミュ

ニケーションをとる場面を仕組んだ。使用する英

語表現は以下の通りである。

What do you want to do in junior high school? 

I want to study math and I want to play (join) 

soccer club. 

子どもたちは，前時までに慣れ親しんできた教

科名や部活動の英語を使って中学校での目標を尋

ねたり答えたりしながら，インタビューシートに

友だちの名前と教科名，部活動を記入していった

（図 8）。
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図8 インタビュー活動の様子

子どもたちが書いた振り返りを以下に示す。

【C児】 友だちの好きな科目やクラブが分

かったし，どう対応して答えるのかというこ

とも分かつた。私も中学生の人たちのよう

に，英語でスラスラ言えるようになりたいで

す。

【D児】 すべて英語でインタビューで、きたの

で，次回からも続けていきたいと思いまし

た。入りたいクラブのことについて，とても

分かつたので良かったです。

【E児】 ビデオを見て，どのようなことをし

ているのか，人数や活動日をしっかりと聞く

ことで，どんなクラブなのかくわしく知るこ

とができました。

部活動紹介のビデオを見た振り返りでは，視聴

するポイントに沿った振り返りだけでなく，中学

生に対する憧れもあった。

(5）授業の実際E ＜第2次 1～2時＞

①本時の目標

中学生にインタビューしてみたいことを考えて，

グループで、話し合いながらまとめる。

②活動の様子

まず，思考ツールの 1つであるYチャートを

使って， 「studyJ 「clubJ 「other」の3項目に

ついて，中学生にインタビューしてみたいことを

個人で考えた。次に，本当に質問したい内容に焦

点、化するためにグソレープで、検討する時間を設け，

各項目で必ず聞いてみたいことを 1つに絞る話し
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合い活動を行った。最後に，グループ。ごとに絞っ

た内容を発表し，情報の共有化を図った（図 9）。

図9 Yチャートによる質問内容の整理

グループで、考えた質問内容は，和英辞典や iPad

を用いたオンライン辞書で英語に変換し，自分た

ちでインタビュー練習に取り組んだ。

図10 iPadを使って調べる

子どもたちの振り返りを以下に示す。

【F児】 勉強，クラブ，その他の質問を友だ

ちと交流することで，いろんな見方が知れた

り考えたりできました。

【G児】 中学生さんに勉強やクラブのことで

たくさん聞きたいことが見つかったので，自

分で調べてみたりして，考えたことを言える

ようになりたいです。
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[H児】 中学校に早く行きたいと思った。

【I児］ 単語だけを並べるのではなく，順番

のきまりがあるのが難しいと思いました。だ

から，英文を書くときのきまりや単語の意味

を知りたいです。

3 考察

中学生とのインタビュー活動の準備までを本稿

で紹介したが，開発した単元の効果を子どもたち

の活動の様子や振り返りカードから考察する。

第 1次では，クイズやTlとT2のやり取りを通

して，知っているようで知らなかった附属三原中

学校の教室や先生，時間割，部活動などについて

知る活動を行った。特に部活動紹介のビデオレ

ターを視聴する子どもたちの表情は和やかで，昨

年度まで同じ校舎の同じ階で過ごした先輩との再

会を喜んでいるようだ、った。おそらく，単元を始

める前に抱いていた不安の一部は解消されたと考

える。また，中学校の時間割と先生を知る活動の

中で，小学校所属の先生が中学校でも教えられて

いることを知り，授業に関しても不安を解消する

ことができたと考えられる。

第 2次では，中学生による校舎案内とインタ

ビューを行うために，事前に質問したいことを考

えた。英語でインタビューをするというタスクを

与え， iPadや和英辞典を駆使して班の友だちと協

力しながら英訳する姿が見られた。オンライン辞

書による英訳が効果的だったようで，子どもたち

はたくさんの質問を準備することができ，英語に

対する不安が解消されただけでなく，関心も高

まったので、はないかと考える。

4 成果と展望

本研究では， 「英語による中学校説明会」とい

うプロジェクトを外国語活動の 1つの単元として

開発した。考察でも述べたが，本実践によって子

どもたちの中学校生活への関心が高まり，それま

でに抱いていた不安の一部が解消されたと考えら

れる。また，部活動紹介での中学生の英語を視聴

して， 「自分も中学生さんのように英語が話せる

ようになりたい。」という憧れをもっと同時に外

国語に対する関心も高まった。外国語活動から英

語科へ，学習面に関するなだらかな接続が期待で

きる実践となった。また，生活面においても，昨

年度まで、小学生だ、った 7年生の生き生きとした姿

に接することで，頼りになる先輩としづ存在とし

て子どもたちの心に残った。

今後も本単元を実践していくためには，これら

の活動が小学生だけのものではなく中学生にとっ

ても意味のあるものでなければならない。そのた

めに， 7年生の年間カリキュラムの中にも，本単

元を位置づけていく必要がある。また，小中間の

日程調整が欠かせない。特に，ビデオレターや実

際のインタビュー活動を行う場合には，撮影や場

所の確保など事前の準備を計画的に実施する必要

がある。そのために，日頃より小中の担当教員間

で情報交換を密にとっていくことが今後の課題で

ある。
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